
改正出入国管理及び難民認定法(入管法)のポイント

ルールを守らない外国人住民のご相談やご意見をいただくことが多くなりました。川口市には4万人を超える外

国人住民がおり、互いの文化や習慣を認め合い、共に生活していくことが理想ですが、不安な思いをしている住
民が多いことも事実です。これまで議会でも取り上げてきたり、パトロールの強化を依頼したり、事件や事故につ
いて確認したしたりとできることを行ってきましたが、国が担う部分が多く、直接国と意見交換を行ったこともあり
ました。

来日外国人に係る入管法違反検挙人員は、368人で、過去5年で最多となった令和元年以降、 3年連続で減少
していましたが、令和5年は増加に転じました。埼玉県警察では、今後も関係機関・ 団体と連携を図りながら、不
法滞在者の摘発を推進するとともに、不法就労や在留カード偽変造 関連事犯等の不法滞在を助長する犯罪の
取締りを強化していきます。

そして、不法滞在する外国人の送還や収容のルールを見直した改正出入国管理及び難民認定法(入管法)が

６月１０日から施行されます。これまでは難民認定の申請に上限を設けていないことで、申請を繰り返し送還か
ら逃れようとするケースが多くありました。
～主な改正点～
・難民認定の申請が3回目以降の場合、「相当な理由」を示さないと強制送還が可能
・入管施設への収容を3カ月ごとに見直す
・収容施設で生活しない場合は入管が認めた「監理人」のもとで生活する
・自発的に帰国した者は再入国拒否期間が短縮される

今年度は埼玉県・川口市の治安維持向上により一層取り組んでいきたいとの
想いで、警察危機管理防災常任委員会を希望し、所属となりました。安心・安全な
まちの実現を目指し頑張ります。
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いつもありがとうございます。これまで駅や地域で配布してきた「岡村通信」ですが、新
年号や特別号を除き、お陰様で60号になりました。駅頭活動も5月19日で10年が経過し、多く
の皆様のご理解とご協力に感謝いたします。引き続き顔の見える活動を続けてまいります。
さて、今号は改正出入国管理及び難民認定法(入管法)のポイント、岩槻高齢者講習セン

ター、県立高校男女別学化存続に向けての会派視察についてなどご報告いたします

討議資料

国、県との意見交換会



岩槻高齢者講習センター 開所

所在地：さいたま市岩槻区大字馬込2100番地5
電話：0570-02-5485 月曜日から金曜日 午前9時から午後4時

埼玉県議会の予定
6月定例会

6月17日～7月5日

5月27日㈪、さいたま市岩槻区に運転免許証更新をスムーズに進めるため、全国初の高齢者専用施設を開所
しました。
認知機能検査、高齢者講習、運転技能検査、安全運転相談ができ、シュミレーションコーナーや口腔ケアに関
する設備もあります。
埼玉県では70歳以上のドライバーが増えており、70万人を越えました。免許更新の予約がなかなか取れない
とのご意見もいただいていたので、混雑緩和となることを期待します。

県立高校の男女別学化存続へ 屋内50ｍ水泳場進捗状況
神根運動場に建設される屋
内50ｍ水泳場は、令和9年の

完成に向け、計画通り進んで
います。現在、北スポーツセン
ターの解体作業を行い、来年
から建設工事となります。

昨年8月に「県立の男子校が女子の入学を拒んでいるのは不適切で、

女子差別撤廃条約に違反している事態を是正すべき」との苦情がよせ
られ、埼玉県男女共同参画苦情処理委員会が「共学化の早期実現」を
求める勧告を出しました。勧告に対する県教育局の回答を今年8月に

出すため、県内高校生や中学生にアンケートを実施したり、意見交換
会を行うなどしています。

議会として決定すべきことはないのですが、どのような過程で決定し
ていくのか注視しなくてはなりませんし、共学化となった他県を会派で
視察し、経緯などをうかがいました。宮城県と栃木県を視察し、やはり
少子化により共学化せざるを得ない状況であったことがわかりました。

私個人としては、多くの選択肢を持たせること、別学だからという理由
で志望する生徒がいること、伝統や校風そこで学ぶからこそ得られるも
のがあることなどを考えると、別学を存続させるべきと考えています。
私学に別学があるからといって、経済的な理由で諦める生徒もいます。

しかし、埼玉県も少子化に伴い定員割をしている学校もあるため、将
来を見据えて考えていかなくてはならないと感じています。



令和6年6月定例会

埼玉県議会6月定例会は、6月17日㈪から7月5日㈮まで開会されましたのでご報告いたします。

今定例会では、補正予算議案はありませんでした。
川口特別支援学校中央棟新築工事の工事請負契約の締結に
関する議案は、原案通り可決しました。
今年度から中央棟の増築工事が始まり、令和8年4月供用開始
予定です。また、北棟の新設も令和10年4月の供用開始に向け
準備を進めていきます。過密化解消に向けて予定通りに安全に
工事が進むよう注視してまいります。

～所属委員会報告～

いつもありがとうございます。暑くなるのが早く、熱帯化が進んでいるように感じ
ます。熱中症で緊急搬送される方も年々増えていますので、お気を付けください。
さて、今号は令和6年6月定例会や視察についてなどご報告いたします。

警察危機管理防災常任委員会に付託された
議案はありませんでした。当面する行政課題と
して、警察本部関係からは、「高齢運転者に対
する交通事故防止対策について」

危機管理防災部関係からは、「防災学習セン
ターについて」それぞれ報告がありました。

少子・高齢社会対策特別委員会では、「障が
い者支援について」担当課より説明を受けまし
た。

＜岡村質問＞
Q 高次脳機能障がい者の電話相談対応状況
について
Q 特別支援学校の一般就労を上げる取り組み
について
Q パラリンピックに向けた機運醸成、小中学校・
高校大学での体験会の拡充について
など質問しました。

～国への意見書～

政調会長として取りまとめを行い、所属会派・無
所属県民会議として議会運営委員会に提案したも
のは以下7つになります。

①銅線ケーブルやグレーチングなど特定金属類取
引規制に関する法整備を求める意見書

②障害者グループホームにおける日中支援加算
の平日以外の算定を求める意見書
③保護司の安全確保の強化を求める意⾒書

④国民不在の政治資金規正法の見直しを直ちに
求める意見書
⑤警察官の増員を求める意見書

⑥北朝鮮による全ての拉致被害者等の即時一括
帰国を求める意見書
⑦学校給食費の無償化を求める意見書

今定例会では、③⑤⑥⑦が自民党が提案したも
のと同内容でしたので、一部我々会派の文言を加
筆する形で国へ提出することとなりました。

9月定例会は9月25日開会予定
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県立特別支援学校の環境整備を
埼玉県には県立特別支援学校が53校あります(分校含む)。過密化、老朽化著しい学校も多
く、今後の環境整備に活かせるよう会派で視察を行いました。

・和光南特別支援学校 4月23日 視察
開校当初は30学級を想定してつくられましたが、今は68学級と倍以上になり、老朽化、過密化、教

室不足、トイレ不足など施設整備が全く追い付いていないと感じました。教職員も増えているため、職
員室も溢れ返るとのことでした。スクールバスに関しては、増便したいが車両不足とドライバー不足が
あり、難しい状況でした。

・川口特別支援学校 6月15日 視察
新1年生の入学者数が県内特別支援学校で1番多く、開校時より3倍の児童が通っています。

高等部が戸田の校舎と鳩ヶ谷分校になったため、空いた教室があるのですが、それでもなお教室が
足りず、パーティションで区切って教室にしたり、これまで教室として使っていなかったところを教室に
している状況でした。

・塙保己一学園 6月18日 視察
県内唯一の視覚障がい教育を行う学校で、幼稚部・小学部・中学部・高等部普通科・高等部専攻科
（理療科・保健理療科）、寄宿舎を設置しています。また、視覚障害教育のセンター的機能として、
0歳児～70歳の方まで、見え方などに不安のある方の相談・支援を行っており、昨年は655件の相談
があったとのことです。
昭和45年に今の校舎となりましたが、手の感覚で情報を得ることが多いので、きれいに維持管理さ

れていました。そして、パラスポーツにも力を入れており、フロアバレーボールは全国盲学校の大会
で優勝されたり、卒業生にはゴールボール日本代表のパラリンピアンを4名輩出したりと素晴らしい成
績を収めています。パリパラリンピックにも内定しているとのことなので楽しみです。

① ②

③ ①和光南特別支援学校で
説明を受けています
②川口特別支援学校入口

③塙保己一学園の階段の
手すり。回数がわかるよう
になっていました。3階です。

パリオリンピック・パラリンピック
・オリンピック
7月26日㈮～8月11日㈰
・パラリンピック
8月28日㈬～9月8日㈰

埼玉県にゆかりのある選手が多数いらっしゃ
います。応援しましょう！

お誘い
県政の報告含め、皆さんと気軽に
お話ししたいと思っています。
・8月20日㈫ 19時～20時
・川口駅東口 キュポラ4階
フレンディア D室
・無料 ・入退場自由

ご参加お待ちしています！！



令和6年度議会改革要望 提出
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所属している会派・無所属県民会議では、これまで議会改革に力を入れてきました。議長に継続して議会改
革に関する要望書を提出しており、今年度も政調会長として取りまとめを行い、7月5日に提出しました。
一般質問に関することや委員会のオンライン中継、費用弁償について検討できる場の設置についてなど、

26項目になります。一部抜粋しご紹介します。(QRコードを読み込んでいただくと全項目ご覧いただけます)↓
開かれた県議会になるよう引き続き会派として声をあげていきたいと思います。

【一般質問】 他2項目
〇一般質問での発言回数の見直し(3回の上限の撤廃)
〇一問一答方式のための独立した質問者座席をつくること

【議案審議】 他2項目

〇議員提案政策条例を提案する際、一般質問最終日に条例案文を示してから審査を行う常任委員会までの
期日が短いことから、議会運営委員会で条例を示す日程を前倒しすること。また、委員会付託の後、継続審査
し、閉会中の委員会審査を行い、次回定例会で採決を行う等、慎重な審査を可能にすること

【委員会】 他3項目
〇常任・特別・議会運営委員会のインターネット中継の導入(及び録画中継)
〇特別委員会の設置数の精査・縮小

【議会運営】 他2項目
〇議会事務局は動議及び議長発議の際の起立採決時の会派別採決区分を記録すること

【情報発信・開かれた議会】 他2項目
〇提出された請願を（賛否を問わず）県議会HPに掲載すること
〇県民に特に子どもたちに身近な県議会に向けた取組の検討(例えば継続的な本会議場見学ツアーや「こど
も会議」での利用)

【議員の報酬・定数・身分】 他1項目
〇費用弁償の見直しに関する全会派参加による検討の場の設置
〇県議会議員選挙区の区割・定数検討会の早期の設置、検討の開始

【その他】 他2項目
〇議会ハラスメント防止条例の制定
〇議会棟裏の喫煙所廃止もしくは受動喫煙防止法に則ったものへの改善

いつもありがとうございます。連日パリオリンピック2024をテレビ観戦し、選手の皆
さんからたくさんの感動をいただきました。また、今夏は、雷や局地的短時間で大雨が
降るなど、不安定な天候の日が多いように感じます。治水対策の強化を進めるとともに、
身を護る行動を心掛けていただきたいと思います。
さて、今号は議長に提出した議会改革要望や国での勉強会についてなどご報告

いたします。

齊藤議長・岡村・井上会派代表



警察官の増員を求めて

警察官の増員については、県議会議員1期目から国に増員を求める意見書を会派として提案し、過日の
6月定例会においても作成し提出しましたが、平成30年から埼玉県には1人も増員されていません。

国の取り組みや考えを教えていただき要望に繋がるよう、衆議院第二議員会館にて、警察庁の方と警察
官の増員についての勉強会・意見交換会に参加しました。

市内に3つ目の警察署の設置計画が進んでいることや軽犯罪件数の増加、事件の多様化などを考えると
増員の必要性をより感じています。

どのようにすれば増員できるのか、増員に関する国の考え方、県でできることなど知ることができました。
治安が向上し、安心して暮らしていくことができるよう引き続き取り組んでまいります。

グラフからもわかるように、
埼玉県は警察官1人当たりの負担
状況が全国1位です。
併せて警察官1人当たりの犯罪認
知件数も全国1位となっています。
(令和6年度版 警察のあゆみ より)

隣は最上市議

さいたまけん★こどものこえ

埼玉県では、こども基本法第11条に規定された「こ

ども等の意見反映」について、こどもや子育て当事者
等の意見を幅広く聴取して、県のこども施策等に反映
させるため、「さいたまけん★こどものこえ」のメンバー
を募集します。

〇募集期間
令和6年8月1日から9月30日まで
〇募集人数
1000名程度
〇活動内容
県政等に関するWEBアンケートへの回答
その他、こどもの意見表明に関する取組への協力

募集条件や募集方法などの詳細はQRコードを読み
込んでご確認ください。

県内・県外 視察

7月5日に6月定例会が閉会となり、他自治

体や事業者などの先進例などを調査する
「先進地視察」、埼玉県の事業について、現
場を見ながら現況や課題を調査する 「現場

確認のための視察」を会派として積極的に
行っています。学びを深め、政策提言に活
かしてまいります。

7月10日 鹿児島市・福祉こども避難所
7月11日 鹿児島県・移住、定住促進事業
7月22日 埼玉県・茶業研究所
7月24日 埼玉県・職業能力開発センター
7月30日 埼玉県・こども動物自然公園
7月30日 埼玉県・平和資料館

埼玉県議会9月定例会 9月25日開会予定



令和6年9月定例会
埼玉県議会9月定例会は、9月25日㈬から10月16日㈬まで開会されましたのでご報告いたします。
知事提出議案36議案は原案通り可決しました。補正予算は50億1100万円となり、主なものは以下になります。

○県立特別支援学校に通学する医療的ケア児の通学支援の充実  7,153万3千円 

スクールバスを利用できない医療的ケア児が福祉タクシー等を利用する場合に、同乗する看護師の費用負
担に係る支援に必要な経費について追加の予算を措置するもの
○新生児マススクリーニング検査の対象拡大  1億4,138万5千円
国の実証事業への参加を拡大し、2疾患を追加した新生児マススクリーニング検査の対象をさいたま市を除

く県内分娩取扱機関で出生した全新生児に広げるためのもの
○公共事業の追加  47億9,864万4千円

また、27日投開票となった衆議院選挙に伴う経費は37億7500万円。全額国庫支出金となります。
○衆議院議員総選挙に係る経費 37億3103万3千円
○最高裁判所裁判官国民審査に係る経費 4428万4千円

いつもありがとうございます。衆議院選挙が終わり、日々の駅頭活動を再開し
ました。今回の選挙は、これからの日本に希望が持てる選挙になることを期待し、各
政党の政策や訴えに注目していました。
さて、今号は埼玉県議会9月定例会についてや県警への緊急要望提出について、

来年度予算要望提出についてなどご報告いたします。

警察危機管理防災常任委員会に付託された議案
はありませんでした。

当面する行政課題として、警察本部関係からは、
「災害対処体制について」危機管理防災部関係か
らは、「ジェンダー視点による避難所開設等に関す
る標準手引き(素案)の主な内容について」それぞれ
報告がありました。

女性リーダーの育成や確保策、避難所内の乳幼
児エリアの設置についてなど質問しました。

少子・高齢社会対策特別委員会では、「地域医療
について」担当課より説明を受けました。

～国への意見書～

政調会長として取りまとめを行い、所属会派・無所
属県民会議として議会運営委員会に提案した国へ
の意見書は以下5つになります。

①インターネット上の人権侵害事件に対し速やかな
措置を求める意見書

②保育の公定価格における地域区分及び支給割合
の見直しを求める意見書
③教職員の長時間労働の解消を求める意見書
④令和7年度の教育予算拡充を求める意見書

⑤不妊治療と仕事との両立がしやすい環境整備の
更なる強化を求める意見書

今定例会では、①②が自民党が提案したものと同
内容でしたので提出に至りました。④⑤については
私が作成しましたが今回採用にはならず、協議の結
果、今後再度検討していくことになりました。
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そして、議員提出議案として、「こども・若者基本
条例」は全会派一致で可決しました。



緊急要望 提出

大学生との
意見交換会例年閉会日に知事に会派で提出している来年度予算要望書を今年も提出いたし

ました。
県政全般に関するものと所属議員の自治体に関するものの2編成となっており、
川口市に関するものとして以下を要望しました。
●保育士賃金補助事業の創設 
●多子世帯に対する保育料負担軽減の拡充
●国民健康保険制度の充実について
●上谷沼調整池や旧芝川などの適切な時期の除草と回数の増加
●屋内50メートル水泳場の建設工事が始まることから、近隣の学校等への影響が
最小限になるよう、県として必要な対応を行うこと 
●仮称川口北署の開署に向けて警察官の増員・確保に努めること

県政全般については、日頃から取り組んでいる、
教育に関すること、障がい者支援、子育て支援、
スポーツ施策の推進、災害に強いまちづくり、
投票率向上について、高齢者・女性活躍について
などを要望しました。

ひとつでも多く実現できるよう頑張ります！！！

10月1日に、県議会会派・民主フォーラム(川口市選出・しらねだいすけ議員所属)と共同で埼玉県警察本
部に「安心して安全に生活できるための緊急要望」を提出いたしました。
川口市内で連続して痛ましい死亡事故が発生してしまいました。国籍に関わらず、交通ルールを守らなく
てはならないですし、警察としてもルールやマナーの徹底、取り締まりの強化等していかなくてはなりませ
ん。なにより、市民の皆さんが安心して、安全に日常生活を送ることができる環境を取り戻さなくてはならな
いと強く感じ、県議会議員としてできることに取り組んでいます。
緊急要望の内容は以下6点になります。

1 警察官の増員をし人的基盤の強化
2 川口市内のパトロール強化
3 川口市内の資材置き場周辺での暴走運転の取り締まり強化
4 飲酒運転撲滅に向けての取り締まり強化
5 無免許運転撲滅に向けての対策強化
6 国と連携し不法滞在者の取り締まり強化

そして、県では、川口市を「交通事故防止特別対策地域」と指定しました。交通死亡事故が多発している
市町村に対し、3か月間集中して交通安全対策に取り組むものです。
期間は10月8日㈫から令和7年1月7日㈫までの3か月間となります。
詳細は県ホームページをご確認ください。

来年度予算要望 提出

10月11日に県議会初
の取り組みとなる「大学
生との意見交換会」を開
催しました。
以前からやってみたい
取り組みで、議会改革と
して要望していたので、
実現して嬉しかったです
し、様々なご意見をいた
だくことができました。
情報発信方法や政治と
の距離、無関心なのは
なぜか？、自分たちの想
いを届けるにはなど、皆
さんが積極的に発言して
くれ有意義な時間でした。

政治を身近に！！



以下8つの大項目について発言しました。()は答弁者

1 警察官の増員と育成を進めるべき（警察本部長）
（1）県費での増員について
（2）女性警察官を増やすための取組は
（3）外国語を話すことのできる警察官について

2 投票率向上につながる取組を進めていくべき
（1）期日前投票の利用方法の周知や常時啓発について（選挙管理委員会委員長）
（2）移動式投票所の設置について（選挙管理委員会委員長）
（3）商業施設内に期日前投票所を積極的に設置すべき（選挙管理委員会委員長）
（4）選挙カレッジに一層力を入れるべき（選挙管理委員会委員長）
（5）住民票の異動に関する周知啓発を（教育長）

3 早期に適切な療育が受けられるよう言語聴覚士の増員をすべき（福祉部長）

4 工業高校の魅力発信と環境整備について（教育長）
（1）志願者を増やす取組について
（2）教員の質の向上について
（3）特別教室や実習室に空調整備を

5 消防学校の今後について
（1）施設整備について（危機管理防災部長）
（2）寮室の改善を（危機管理防災部長）
（3）早期の建替えを（知事）

6 ご高齢者の移動手段の支援を積極的に進めていくべき
（1）シルバーサポーター制度の加盟事業所の発掘について（警察本部長）
（2）シルバーサポーター制度の加盟事業所の内容について（警察本部長）
（3）移動手段となる施策について（知事）

7 結婚支援の今後について（知事）

8 ひきこもり状態にある方の親亡き後のお金や財産に関する支援について（保健医療部長）
（1）ひきこもり支援連絡会議での情報共有を
（2）講演会等の開催について

12月定例会 一般質問

いつもありがとうございます。今年も川口マラソン(10キロの部)に出場し、完走しました。沿道
からのご声援が大きな力になりました。ありがとうございました。
そして、12月定例会で一般質問を行いました。日頃から取り組んでいることやご意見・ご要望を

少しでも前進させたいという想いで臨みました。今号は一般質問についてご報告いたします。
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発言内容 (一部抜粋)
１ 警察官の増員と育成を進めるべき
（１） 県費での増員について

岡村：現在１万１５２８人の警察官が本県におり、政令で定められている人数が１万１３７７人、その差の１５１人
は県費になっている。国に増員を求めても増えないのであれば、条例改正し、県費で増員していただきたいの
だがいかがか。 

答弁：県独自で政令に上乗せして増員した場合は、県民の皆様の直接的な負担を増加させてしまうことから、
基本的には国に対して、政令基準の改正による増員を要望している。
岡村再質問：警察には治安の維持向上を求めているのが県民の願いだと思っており、 負担が多くなっても県費
で増員していただけると安心感につながるため、県費でも検討していただきたいがいかがか。

答弁：警察庁では、令和７年度概算要求に地方警察官４７６人の増員を盛り込んでいる。１人でも多く増員が措
置されるよう今後も引き続き国に対して要望していく。

（２） 女性警察官を増やすための取組は

岡村：令和６年１月１日時点の女性警察官の人数は１，３２５人で、本県警察官全体の占める割合とすれば１２．
４%であり、１０年前に比べ３．９ポイント増加している。 各種事案において住民に寄り添った支援等、女性警察

官だからこそ対応できるものも多くあると感じることから、女性警察官を更に増やしていけるような取り組みを進
めていくべきと考えるがいかがか。

答弁：採用面では、女性を対象とした個別相談会の実施や、仕事と家庭の両立やプライベートの充実等をテー
マとしたパンフ レットの活用、採用試験の身体基準の廃止など、工夫を凝らした採用活動を推進している。 ま
た、施設・装備面では、警察施設における女性用の仮眠室とトイレの整備や制服の改善に取り組んでいる。 そ
の他、妊娠中、出産前後及び育児期間中の各種休暇等の制度の運用や、 女性の仕事と子育ての両立支援に
取り組んでいる。 今後も女性警察官が働きやすい職場環境づくりを推進していく。

岡村再質問：今後女性警察官を増やすためにＳＮＳやホームページ等で女性警察官の仕事を分かりやすく周
知等していただきたいのだがいかがか。

答弁：ＳＮＳを活用した女性警察官の職場紹介として、本県警察の魅力をインターネットを通じて広く発信してい
く。

（３）外国語を話すことのできる警察官について
岡村：言語を習得したい希望のある警察官には育成枠を設けて積極的に育成していくべきと考えるがいかがか。

答弁：語学習得の意欲と適性が見込まれる警察官を選考し、警察大学校国際警察センター語学研修科へ毎年
５名程度を入校させている。 更に、平成２９年には、トルコ語ができる警察官の育成のため、民間語学学校に
おける語学教養などを行い、通訳ができる警察官の育成を図った。 現在、同様の人材育成を図るための措置
について検討している。

２ 投票率向上につながる取組を進めていくべき 
（１）期日前投票の利用方法の周知や常時啓発について

岡村：投票所入場整理券が手元になくても投票できることについて、期日前投票の利用方法の周知や常時啓
発を行うことはできないか。
答弁：選挙期間中にホームページやＳＮＳにおいて、 投票所入場券がなくても投票ができる旨を県民に周知し

てきたところであるが、選挙時のみならず、選挙啓発出前講座、ＳＮＳでの発信などの常時啓発においても、一
層の周知に努めていく。

（２）移動式投票所の設置について

岡村：今後更に必要性が高まっていくと考えられることから、県が先頭に立ち移動式期日前投票所の設置を進
めていくべきではないか。 

答弁：高齢者など投票所への移動が困難な有権者にとっても投票しやすい環境をつくることが重要となること
から、市区町村選挙管理委員会に対し、必要な助言や情報提供などを行っていく。

（３）商業施設内に期日前投票所を積極的に設置すべき 

岡村：期日前投票所が多くの有権者の目に触れること自体、一定の啓発効果があると考える。わざわざ投票で
はなく、ついでに投票が可能となるよう商業施設内に期日前投票所の設置を県として積極的に進めていただき
たいがいかがか。

答弁：未設置又は設置を検討している市区町村への後押しとなるよう、既に商業施設に期日前投票所を設置し
ている団体に対して、設置の経緯や留意点などについてヒアリングを行い、その結果を踏まえ、具体的な進め
方の参考となるよう、設置手順書を作成する予定である。 今後も、市区町村選挙管理委員会において商業施
設などへの期日前投票所の設置が促進されるよう、積極的な働き掛けを行っていく。



岡村：そうか光生園では、聴覚障害児の療育頻度が減少し新規の受入れを停止している。できるだけ早期に、頻
回の療育を行うことが大切であり、 支援体制を整えることが必要と考える。現在言語聴覚士が２名、保育士１名の
体制とのことだが、言語聴覚士の増員を図ることはできないか。
答弁：地域の児童発達支援センターで活動されている言語聴覚士の方に御尽力いただくことが重要と考える。 県

内の児童発達支援センター４１か所のうち、２７か所には言語聴覚士が配置されている。県社会福祉事業団と協
議するとともに県言語聴覚士会の御協力、御助言もいただき、人材を発掘するなどして、その確保に努め、支援
体制の強化 を進めていく。
岡村再質問：言語聴覚士を配置している児童発達支援センターは２７あるとのこと だが、常勤と非常勤の言語聴
覚士がいる。常勤であれば常に対応しても らえると思うが、中には相談しか受けていないといったところもあるの 
で、療育まで行えているのかどうかなど、働きかけや内容などもチェッ クをして療育体制を整えていただきたいが
いかがか。

答弁：議員から各児童発達支援センターの内容について、しっかりチェックをとのお話しがありましたので、しっか
り調査をして、チェックしていく。

４ 工業高校の魅力発信と環境整備について
（１）志願者を増やす取組について 
岡村：県教育委員会として工業高校の志願者を増やすようどのような取組を行っているのか。
答弁：大学と連携協定を締結し、高度な授業や体験活動を実施している。 例えば、川口工業高校では、ものつくり
大学での教授による講義や実習、 最先端の技術を持った地元企業でのインターンシップを実施するなど、高度な
知識や技術に触れる機会を設けている。魅力発信の取り組みとして、各工業高校においては、中学生が３Ｄプ リ
ンターを使う、ものづくり体験会などを実施している。
岡村再質問：受験生が進学や就職などの進路実現を早期に考えることができるよ う、大学や企業との連携などの
取り組みを積極的に発信していただきたいと思うがいかがか。 
答弁：大学や企業と連携した取組を一層進め、工業高校の更なる魅力 を積極的に発信していく。

（２）教員の質の向上について

岡村：質の高い指導を行うには教員の質の向上は常に行っていかなくてはならない。研修や外部講師からの指導
等に一層力を入れてもらいたいと考 えているがいかがか。
答弁：生徒と教員の両方が、企業の技術者から直接に指導を受ける ことで、教員の授業力向上も図っている。ま

た、他の県立工業高校の教員も対象として、建設会社の社員が講師となり、建物の３Ｄモデルを作成するための、
最新ソフトウェアを使用した研修会なども実施している。

（３）特別教室や実習室に空調整備を
岡村：普通教室同様特別教室や実習室にも空調を早急に整備すべきであるがいかがか。

答弁：工業高校を含めた県立高校における特別教室や実習室の空調設備の整備については、財源の見通しを含
め、その手法について検討していく。

５ 消防学校の今後について
（３）早期の建替えを
岡村：現在の消防学校の校舎棟と宿泊棟は昭和53年度に建てられ、老朽化などに伴う課題が多々あると感じて

いる。激甚化・頻発化する災害への備えとして充実した施設にしていかなくてはならない。早期に建替えるべきと
考えるがいかがか。

答弁：来年度早々にまとまる予定の基本構想を踏まえ、ＤＸの活用などをしつつ、教育訓練施設の充実・機能強化
及び環境整備について、しっかりと検討したいと思う。

３ 早期に適切な療育が受けられるよう言語聴覚士の増員をすべき 



６ ご高齢者の移動手段の支援を積極的に進めていくべき
（１）シルバーサポーター制度の加盟事業所の発掘について 
 岡村：現在の加盟事業所がなかなか増えないなか県内企業や事業所、商店会などと日頃から接点のある部がや
るべきと考えるがいかがか。
答弁：引き続きあらゆる機会を通じて働き掛けを行っていく。 また、県を始めとする本件活動に助けとなり得る関係
機関としっかりと連携し、必要な取り組みを推進していく。

（２）シルバーサポーター制度の加盟事業所の内容について 

岡村：今後移動手段に関する加盟事業所を増やす、更に割引率を上げられるよう協力いただくなど、自主返納して
も困らないような内容にするべき と考えるがいかがか。

答弁：免許証の返納を促すに際して、返納後の生活において出来るだけ困ることのないよう、内容の充実に努めて
いく。

（３）移動手段となる施策について

岡村：高齢化が更に進んでいくことを考えると、移動手段の支援や確保が必要になる。市町村が今後も地域公共
交通を維持していくことができるような支援や移動手段の確保に向け、更に取り組みを進めていくべきと考えるが
いかがか。
答弁：高齢者も使いやすいデマンド交通の導入やコミュニティバ スの再編など市町村が実施するコンパクト ＋ネッ

トワークによる交通再編等の取り組みを支援している。さらに、高齢者をはじめ誰もが使いやすいノンステップバス
やユニバーサルデザインタクシーの導入に対しても支援をしている。高齢者の移動手段の確保に向け、市町村や
交通事業者等と連携を図りながら、積極的に支援をしていく。

７ 結婚支援の今後について

岡村：結婚支援を少子化対策のみならず展開していくため、今後福祉部以外に所管を変えたり、得意な分野は各
部に任せるなど、庁内の体制を見直 していく必要があると考えるがいかがか。

答弁：結婚から子育てまでの支援については一貫して福祉部が行っていることから、福祉部をこのプロジェクト・マ
ネジメントにおいてメインの部とし、福祉部長をプロジェクトオーナー、そして、マネージャーを福祉部が担い、こども
政策局長を司令塔として部局横断的に対応していくことにより、各部局の連携による相乗効果を上げていく。

８ ひきこもり状態にある方の親亡き後のお金や財産に関する支援について
（１）ひきこもり支援連絡会議での情報共有を

岡村：ひきこもり支援連絡会議において、親亡き後のお金に関することの支援の必要性について、支援する方々に
情報を共有できないか。

答弁：ひきこもり支援連絡会議や研修の機会を捉え、８０５０問題に関する課題や親亡き後の生活資金も含めた支
援の必要性に関する情報共有を図り、充実した相談支援につながるよう取り組んでいく。

（２）講演会等の開催について

岡村：親なき後の財産管理に関する講演会や研修会などは全県で定期的には実施していないと聞いている。講演
会等の実施はできないか。

答弁：今後、ひきこもり支援連絡会議で民間支援団体や関係者からの意見をうかがいながら、民間支援団体の学
習会の周知や県における講演会等の実施について検討していく。

以上になります。前向きな答弁も多くありました。引き続き皆さんのお声をかたちにしていけるよう頑張ります！







屋内50ｍ水泳場整備事業は、国内主要大会の開催、競技力向上、県民が水と親しむ環境の創出を目的に、神根

運動場及び神根公園内の設置に向けて、当初の予定通り進んでいます。北スポーツセンターなどの解体工事も全て
終わり、2月中旬から準備工事に入ります。今年は、一部騒音や振動が発生する恐れがある作業も始まりますので、
ご迷惑をお掛けすることもあるかもしれません。ご理解ご協力お願いいたします。完成は令和9年度の予定です。

埼玉県屋内50ｍ水泳場整備事業の進捗状況について

いつもありがとうございます。川口駅西口のリリアが大規模改修工事中のため、
今年の成人式はグリーンセンターでの開催となりました。5,860名が新成人となりまし
た。おめでとうございます。晴れやかな姿を目にし、私も初心を忘れず頑張ろうという
気持ちにさせていただきました。
さて、今号は屋内50ｍ水泳場についてや警察官の増員についてなどご報告いたします。

vol.65 2025.2 

埼玉県の警察官が増員されます

警察官の増員については、県議会議員1期目から国に増員を求める意見書を会派として提案してきました。
埼玉県は警察官1人当たりの負担状況が全国1位、併せて警察官1人当たりの犯罪認知件数も全国1位と
なっているにも関わらず、平成30年から埼玉県には1人も増員されていない現状がありました。
市内に3つ目の警察署が設置されることや軽犯罪件数の増加、事件の多様化などを考えると増員の必要
性を更に感じ、昨年12月定例会の一般質問でも取り上げました。
この度政府の令和7年度予算案に埼玉県警察官175名の増員が盛り込まれました。
しかしながら、警察官1人当たりの負担率は高い状況ですので、引続き働きかけていきます。



リチウムイオン電池などの処分方法について

「通学路になって
いるのに横断歩
道が消えていて
危ない。」とのお
声をいただき、再
塗付を求めました。

安全対策

「川口陸橋の柵が
低くて危ない。」と
のお声をいただき、
高くするよう対応
を求めました。

1月3日、川口市朝日環境センターで火災が発生しました。一時的にごみの回収業務を停止し、ご不便をお

掛けいたしました。
発火の原因については、ごみピット内に入るのは危険と判断されたため不明ですが、可能性として考えられ
るのは、リチウムイオン電池、自然発火するオイルが付着したボロ布です。

リチウムイオン電池が起因する火災は、全国的に増加しています。一般ごみの袋にリチウムイオン電池が
混在されていた場合、ごみ収集車にて収集する際に外部から衝撃を受けたり、誤って穴が開いてしまうと、リ
チウムイオン電池がショートし、局所的な発熱から火災が発生してしまいます。
火災を防ぐためには、一般ごみの袋に混在せず、絶縁して金属類としてお出しください。
また、使わなくなった小型充電式電池は販売店等リサイクル協力店へお持ち込みください。リサイクル協力店
については、一般社団法人JBRC（03-6403-5673）へお問い合わせください。

朝日環境センターは年内には復旧できる見込みとなっています。その間他自治体へごみの受入れをお願い
することになり、修繕費含め多額の予算が必要となります。改めて分別の徹底やごみの減量化のご協力を
お願いいたします。

八潮市における道路陥没事故

1月28日、八潮市内の県道松戸草加線中央1丁目交

差点内において、中川流域下水道の下水道管の破
損に起因すると思われる陥没が起き、走行中のトラッ
クが転落する事故が発生しました。

汚水が溢れる可能性があるため下水道の使用を制
限し懸命な救助活動が続いています。(2月4日時点)
下水道管については、5年に1回以上の点検が義務

づけられており、現場となったところは点検時には緊
急性を要する箇所ではありませんでした。

今後、県として点検の回数を増やすよう予算の拡充
を求めたり、国には補助金など要望していきます。

下水道管以外にも老朽化しているインフラが多くあ
るので、維持管理に必要な予算を長期的に確保して
いかなくてはならないと強く感じています。

埼玉県議会2月定例会 2月19日開会予定
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